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●会　　期　令和５年10月28日（土）〜令和６年２月18日（日）
●会　　場　郷土資料館　１階企画展示室

　江戸時代の三島は、東海道に位置する宿場であり、南へ延びる
下田街道、北へ延びる甲州道が交わる、交通の要衝に位置する町
です。この企画展では、江戸時代の三島宿がどんな「まち」だった
のか、絵図や古文書からその様子をご紹介します。
　ここでは、企画展で取り上げているトピックスの中から鷹

たか

部
べ

屋
や

についてお伝えします。

●将軍のために作られた施設「鷹部屋」
　鷹部屋とは、「鷹

たかがり

狩」（鷹をはじめとする猛
もうきん

禽類を調教して獲物をつ
かまえさせる狩猟法）に使用する鷹の飼育施設です。徳川家康は幼少
のころから鷹を好んだと伝えられ、生涯を通じて頻繁に鷹狩を行いま
した。鷹狩は遠く郊外に出て行うことから、単なる趣味や娯楽にとど
まらず、土地柄や民情の視察、家臣の軍事訓練なども兼ねていました。
慶長12年（1607）に大御所として駿府城に移って以降も、毎年のように駿府と江戸を往来し、その道中、各所
で鷹狩を行いました。鷹狩の風習は、中断をはさみつつ歴代の将軍に受け継がれていきました。

●いつできた？三島の「鷹部屋」
　３代将軍家光が征夷大将軍に就任するために上洛した年である元和９年（1623）、将軍のための休泊施設
である「御

ご

殿
てん

」が三島に建てられたとされています。鷹部屋も同時期に建てられたと考えられています（『三島町
誌全』）が、詳しいことは不明です。江戸時代中期にはすでに、正確な創建年代はわからなくなっていたよう
です。享保元年（1716）、当時の代官から三島宿へ、鷹部屋について問い合わせがありましたが、それに対す
る三島宿側の回答（注１）が、「何十年以前ニ出来候也、年数相知レ不

もうさず

申」（何十年も以前にできたもので、それ
からどのくらい経っているかわからない）という内容でした。もし元和９年に鷹部屋が新たに作られたのだとし
たら、約100年でいつのことかわからなくなっていることになり、少し早すぎるような気がしませんか。
　幕府が寛政11年（1799）から文化９（1812）年にかけて編纂した、諸大名や旗本らの系譜を集めた『寛

かんせい

政
重
ちょうしゅう

修諸
しょ

家
か ふ

譜』という書物があり、この中に掲載されている岸四郎左衛門正
まさよし

吉という人物に興味深い記述
があります（注２）。それによれば、彼は元々北条家の家臣で、のちに家康に仕えたとされ、天正18年（1590）
の家康の関東入府の際、三島で家康の御前に召され、「其

その

地の御鷹役」になったというのです。そして元
和６年に亡くなっています。
　この記述から考えると、戦国時代の末ごろにはすでに三島に家康のための鷹の飼育施設があった可
能性があります（注３）。この資料以外に、三島に天正年間から鷹の飼育施設があったことを示す具体的
な資料は確認できていないため、あくまでも可能性にとどまりますが、家康が幕府を開く前から鷹の
飼育施設があり、それが御鷹部屋として発展していったのであれば、創建年代がはっきりわからない
というのもうなずけるような気がします。

●鷹部屋の様子
　鷹部屋の具体的な様子は、上述の享保元年の代官への回答（注４）に記されています。それによれば

 企画展「三島宿へようこそ」開催中
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右：伊
いずのくに

豆国村
むら

高
たか

記
き

（享保年間か、関守敏氏蔵）
『寛政重修諸家譜』によれば、岸家は四郎左衛門正吉以降、４代にわたって
三島の鷹部屋に関わっていた。写真は三島の鷹部屋の御鷹師を書き上げた
資料で、正吉から４代目にあたり貞享元年に家督を継いだ、岸四郎左衛門
正
まさのぶ

信（又八郎）と考えられる人物「岸又八」の名が見える。

敷地はおよそ40間（約73m）四方、周囲は箱根竹の垣根で囲まれて
おり、中には鷹が１羽づつ入る飼育スペースが25 羽分ありまし
た。鷹はずっと三島で飼育されていたのではなく、10月から翌２
月ごろまでは江戸へ帰っていました。鷹には餌としてスズメ・ヒ
ヨドリ・ムクドリ・ツグミ・キジバト・ドバトなどさまざまな鳥
が与えられており、その量は１日あたり雀で換算すると15羽に相
当する量（各鳥ごとに雀との換算レートが決められていた）を与え
ていたようです。また、合計15人の役人が鷹部屋の仕事に従事し
ていました。

●鷹部屋のその後
　代官への回答（注５）によれば、三島の鷹部屋は貞享２年（1685）
に払い下げになり、入札によって三島の住民が買い取ったとのこ
とです。翌年より課税対象にもなっています。当時は生

しょうるいあわれ

類憐みの
令で知られる５代将軍綱吉の治世で、鷹狩やそれに関連する役目
は縮小傾向にあり、三島における鷹部屋廃止もその影響を受けた
可能性があります。また、三島宿では貞享２年に大火があり、宿
の西端から三嶋大社付近まで被害にあっているため、この火災で
鷹部屋もなんらかの被害を受け、機能が停止した可能性も指摘さ
れています（注６）。
　廃絶から約300年以上経つ鷹部屋ですが、地名（小字）はその後
も生き続けました。昭和３年の地図には、現在の楽寿園の南側に、「鷹部屋」の文字が見えます。

注１：「代官河原清兵衛より先年三島町御鷹部屋之儀御尋に付書上」（スルガ銀行蔵『三島宿之古記録』）
注２：『寛政重修諸家譜』第４輯（国民図書、1923年）
注３：�土屋比都司「三島の御鷹部屋について」（『伊豆史談』136号所収、2007年）。元和９年以前は将軍の休泊施設の敷地

内にあったと推測している。
注４・５：前掲注１
注６：前掲注３

次回企画展　令和６年３月９日（土）〜５月12日（日）

パネル展「三島の村々―旧村の歴史―」開催

　江戸時代の三島市域は、１つの宿場町（三島宿）と、その周辺に広がる31の村々に分かれていまし
た。明治21年、市制・町村制が交付されると、三島宿は「三島町」となり、周辺の31 ヶ村は近隣の村々
と合併して「北上村」・「錦田村」・「中郷村」の３ヶ村にまとめられます。この１町３ヶ村が合併を重ね、
昭和29 年に現在の三島市域が成立しました。本パネル展では、31 ヶ村の村名の由来や各村の変遷、
各村に残る史跡・伝承等を写真パネルでご紹介します。

上：三島町詳細図・三島町街路計画図
　（昭和３年）
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　前回記述した「向山古墳群 第16号墳 第３回」の続きになりますので、 所在地や時代・時期及び墓
ぼ

壙
こう

と石
せきかく

槨・盛土などの説明は、前133〜135号をお手元においてお読みください。
　さて、向山16号墳で出土した土器は、破片の資料が主体で明確に型式の分かるものは少なく、出土量もわ
ずかです。年代決定には土器の分類と編年（形や模様の変化から新旧の順番を決めたもの）を利用して
相対的な判断（三島市埋蔵文化財報告2015）のもと時期を決定しますが、 幸運なことに向山16号墳には
時期を想定できる資料となるものが１点だけあります。その出土遺物は下図上段のものですが、「二重
口
こうえん

縁壺」と呼ばれる土器で壺の口が二段（①→②）に屈曲して開く古墳時代前期に特有の器です。主に古
墳に供えられたもので、 底には穴が開いていて葬送の儀礼で使用されたものです。皆さんご存知の「埴
輪」に繋がる装飾品的な意味合いが含まれる土器です。口径は22.5㎝、 口唇部が「摘み上げ」られ、その
外面は「面取り」が施されています。また口縁一段目が「垂れ下がり」段を明瞭にしているのが特徴です。
下段の分類では３種類のグループに分けられ、その特徴はⅠ類が頸

けい

部の【湾曲】＋外反する口縁、Ⅱ類
が頸部の【直立】＋外反する口縁、Ⅲ類が頸部の【外反】＋緩やかに外反する口縁を特徴とし、 当地の編
年ではⅠ類は大

おお

廓
ぐるわ

Ⅰ〜Ⅱ式、Ⅱ類は大廓Ⅲ式、Ⅲ類は大廓Ⅳ式期の名称がついています。大廓式の説明は詳
述しませんが、特に大廓Ⅲ式期には弥生と古墳時代を分ける画期があると判断され、弥生以来の伝統的な技
法を払拭し、古墳時代独自の土器型式の集まりとなって構成されたものが出土しています。
　向山で出土した二重口縁壺は、 奈良県の桜
井茶

ち ゃ う す や ま

臼山古墳で出土した「茶臼山型二重口縁
壺」のものと類似点が多く分類はⅡ類に属します。
同時に大廓Ⅲ式期は畿内編年で「布

ふ

留
る

０
ゼロ

式期」
と併行し、最も地方に拡散した時期と考えられま
す。奈良箸

はしはか

墓古墳（３世紀中頃）との関連にお
いても齟

そ ご

齬は無く、よって向山16号墳の築造時
期は３世紀の中に納まると報告されています。
　次回、向山古墳群 第16号墳 第５回は「古墳
の規模と形状の推定」について記述します。

出土遺物と年代観

向山古墳群 第16号墳　第４回

向山16号墳 出土土器（上段）と二重口縁壺の分類と編年（下段）
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◆一片の文書にみる戦国乱世～今川氏滅亡と北条氏の寄進文書～
　久々に戦国大名北

ほうじょう

条氏
し

の古文書です。戦国期の
北条氏は、 鎌倉時代の北条氏とは関係なく、 伊

い せ

勢
宗
そうずい

瑞（早
そ う う ん

雲）から始まる戦国大名です。当初伊豆の
韮
にらやま

山を本拠とし、関東へ勢力を伸ばす過程で、鎌倉
時代の執

し っ け ん

権北条氏にあやかろうと、 宗瑞の子氏
う じ

綱
つ な

の代から改称したものです。鎌倉時代の北条氏と
区別するため、後

ご

北
ほうじょう

条氏
し

や、氏綱より小田原を本拠
としたため小

お だ

田原
わ ら

北条氏などと呼ぶ場合もあります。
　古文書には、「このたびは、駿

す る が の く に

河国が当家（戦国
大名の北条氏）に譲渡されたので、 駿河の土

と

狩
が り ご う

郷
（長泉町／三嶋大社の西部から北部地域に近接す
る郷。伊豆国との境に位置する）のうちで、 三嶋
宮の御神領田三町・畠一町を、先例に従い寄進い
たします」と書かれています。戦国時代の三島は、 東の北条氏、 北の武田氏、
西の今川氏という有力な戦国大名の支配領域が接し合う場所で、 大社にのこ
る古文書にも、 当時の情勢を垣間見られるものを確認できます。この文書は
永禄12年（1569）閏

うるう

５月４日のものですが、当時の情勢を説明しておきましょう。
　今川氏の配下にあった、 北条氏初代となる伊勢宗瑞は、15世紀の終わりご
ろに今川氏から独立し、伊豆から相模へと勢力を広げていきます。二代氏綱、
三代氏康も、 山

やまのうち

内上
う え す ぎ

杉氏、 扇
おうぎがやつ

谷上
う え す ぎ

杉氏、 古
こ が

河公
く

方
ぼ う あ し か が

足利氏
し

などの勢力と戦いな
がら、徐々に彼らの支配領域を削り取り、関東での勢力拡大を進めていきます。
　この文書が書かれたのは、 三代氏

う じ や す

康と四代氏
う じ ま さ

政父子が治めるころですが、
この時代の北条氏は、武田氏･今川氏と並ぶ大きな勢力となっていました。そ
して、三島から河

か

東
と う

地域（富士川から黄瀬川に至る地域のこと。駿
す ん と う

東地域）は、
この三者がぶつかり、また均衡する地域でした。
　均衡が崩れるきっかけとなった事件が永禄３年（1560）５月の桶

お け は ざ

狭間
ま

の戦い
です。この戦いでは、 今川氏の屋

や

台
た い ぼ ね

骨であった義
よ し も と

元が織田信長によって討ち
取られてしまいます。急

きゅう

遽
き ょ

あとを任された氏
う じ ざ ね

真は、 家
か

中
ちゅう

再編に取り組むこと
となりますが、 三河にて独立した松

ま つ

平
だいら

元
も と や す

康（徳
と く が わ い え や す

川家康）などの様に、 離
り

反
は ん

する者もあり、 結局、 徳川氏・武田
氏の示し合わせた侵攻を受けることとなります。永禄11年（1568）12月、 氏真は武田信

し ん げ ん

玄と薩
さ っ

埵
た

峠
とうげ

で対峙する
ものの敗走し駿

す ん

府
ぷ

今
い ま が わ

川館
やかた

（静岡市）を放棄、掛
か け が わ

川城
じょう

（掛川市）に退きました。その掛川も徳川家康の攻撃により、
永禄12年５月に降伏し開城。戦国大名としての今川氏は滅亡します。氏真は正

せ い さ い

妻早川殿（氏政の妹）の実家北
条氏に保護され、しばらくは三島に近い大平城（沼津市）を与えられ住したとされています。
　この時、 北条氏政の嫡男国王丸（氏

う じ な お

直）が氏真の養子となり、 駿河国の領有権を今川氏から北条氏が引き継
ぐ体裁をとったようです。氏真が降伏した直後の、閏５月に出されたこの文書には、確かに北条氏が駿河国を
譲られたと記されています。もちろん実際には、 軍事力を背景に実効支配を行えるかどうかが重要ですので、
この後、武田氏との間では、この地の領有を廻って合戦が繰り広げられることとなります。
　なお今川氏真は、元亀３年（1572）から天正元年（1573）までには徳川氏のもとへと移り、長篠の戦い（天正３
年／ 1575）に参陣したり、 牧野城（島田市）を任されるなどの活動をみせます。豊臣政権下では京などに住し、
江戸幕府成立後は、 家康から江戸品川に屋敷を与えられ、 慶長19年（1614）に77歳で死去しています。その後
の今川家は、 足利氏一門という高い家

か

格
か く

と教養をもとに江戸幕府の高
こ う

家
け

（儀式・典
て ん れ い

礼を司る役職）として存続
します。

（三島市郷土資料館運営協議会委員・奥村徹也／三嶋大社宝物館 学芸員）

三
み

嶋
し ま

大
た い し ゃ

社の古
こ

文
も ん じ ょ

書をよむ　第19回

上：永禄12年閏５月４日　北条氏政判物

今
度
駿
河
国
、
当
家
へ
相
渡
さ
る
る
の
条
、
駿
州
土
狩

郷
の
内
、
三
嶋
宮
御
神
領
田
参
町
畠
壱
町
、
先
規
に
任

せ
寄
進
せ
し
む
の
状
、
件
の
ご
と
し
。

　

永（

一

五

六

九
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禄
拾
二
年
己
巳
潤
五
月
四
日　

氏
政
（
花
押
）

　
　
　

三
嶋
神
主
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境川・清
きよずみ

住緑地
　令和２年に再整備された境川・清住緑地（清住町６番地先）は、 奈良時代に起源を持つとされる条里
水田（一ノ乗～八ノ乗）の、二・三ノ乗を分ける道路西端の崖下にある湧水湿地帯です。
　緑地入口（地図参照）の急坂を下ると、 右手に湿地帯が広がります（地図A地点）。ここには元亀３年

（1572）まで、 清水町の条里水田を灌漑する「本池（古池）」と呼ばれる溜池がありました。しかし、 湧水
が枯れ、新たに作られたのが「丸池」です。その後、湧水が復活し、寛永16年（1639）からは狩野川を挟
んだ清水町徳倉地区の水源として、 断続的に（狩野川に懸る樋が何度も流失したため）明治時代まで利
用され、三島池（徳倉での呼称）、徳倉池（三島での呼称）と
呼ばれていました。
　清住緑地の生い立ちを説明します。約2900年前、 富士山
の東斜面が大崩壊し、巨大土石流（御殿場泥流）が愛鷹山と
箱根山の間を流下し、 三島～沼津地域を埋め尽くし、 現在
の平坦地を作りました。その上を流れる河川は、 現在は黄
瀬川と大場川に収束されていますが、かつては他に何条か
の小河川が流れていました。その一つが境川です。
　境川が浸食した谷底に、水が湧き出した場所の一つが「境
川・清住緑地」です。緑地内の湧き間には、 約3200年前に
天城火山から噴出したカワゴ平パミスの小片（当地では海
抜０ｍ前後に堆積している）が認められるので、 湧水はそ
の下位に存在する三島溶岩流（約１万年前）に起源を持つと
考えられます。
　御殿場泥流層の断面は、 清住緑地東側の崖（比高４ｍ）で観察できます（地図B地点）。長泉町から三
島市にかけての地域で
は、 泥流は２層確認さ
れています。当地では、
主に上部の泥流層が観
察できます。
　清住緑地は「トンボの
里」としても有名です。
当地の湧水で育ったイ
トトンボやオハグロト
ンボなどの川トンボ類
が初夏から秋にかけて
観察できます。終戦直
後に当地でトンボの研
究をした「トンボ博士・
朝比奈正二郎」氏の旧宅跡地を地図に示しておきました（地図C地点）。博士は毎日、 当地のトンボやヤ
ゴと話していたでしょう。
　清住緑地には、 里山の動植物が多数認められます。過度な採集や整備など、 人手を入れすぎない自
然環境の保護が大切でしょう。	 （三島市郷土資料館運営協議会委員・増島淳）

三島の歴史とジオポイント・28

境川・清住緑地の地図

御殿場泥流の露頭
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●開催期間　令和５年７月１日（土）〜10月１日（日）
●展示資料数　15点　　●入場者数　12,828人

　郷土資料館では、令和３年度から東小学校・徳倉小学校をはじめと
する市内公立小学校に協力を仰ぎ、学校から見つかる地域資料の調査
を進めています。今回の企画展では、その途中報告も兼ね、市内小学
校14 校のうち７校（東小・西小・錦田小・徳倉小・中郷小・沢地小・向
山小）で確認された郷土ゆかりの芸術家の作品を中心に紹介しました。
　夏休み期間中ということもあってか、市内の方だけでなく、県外
からも多くの方がご来館くださり、学校に所在する美術資料につい
て改めて注目していただけたようです。

●関連事業
　展示解説　８月19日、９月16日／11時〜・13時半〜
　　　　　　参加者数：23人
　ワークシート「鑑賞の手引き」　　参加者数：25人

　展示解説では、展示中の作品とともに北山敏・早苗両氏の CG 作品《ふくろうのともだち》《飛びだせ
ふくろう》の２点の AR（拡張現実）映像を鑑賞していただきました。この２作品は今回の企画展を機に
ＡＲ技術が導入されました。北山氏は安曇野ビンサンチ美術館の館長もつとめており、コロナ禍の休
館中に、現実の風景の中にＣＧなどのバーチャルな視覚情報を重ね合わせて表示するＡＲ技術の研究を進め
てきたそうです。「教育のデジタル化が進む中、多くの子どもにプログラミングを学ぶことで、「ＡＲ」という
広がる表現の可能性に触れてほしい」、北山氏のそんな思いから作品が新たな形に生まれ変わりました。

●実施期間　令和５年９月１日〜９月８日　うち６日間
●参加人数　４名

　本年度は４名の博物館実習生を受け入れました。郷土教室の開催
や収蔵資料の状態点検、考古資料・古文書・民具の取扱い方法など
について実習を行いました。また例年と同じく、佐野美術館・三嶋
大社宝物館に見学を受入れていただき、帰館後には３館の違いにつ
いて話し合っていただきました。なお本年度は新たな試みとして、
小学生向け解説文の作成を実習項目に組込みました。常設展示「三
島の歴史」の中から好きな時代を一つ選び、小学生にわかりやすい文章で解説を書くというものです。
作成した文はお互いで校正しあい、修正を加えて最終日に報告していただきました。

●実習内容

	１日目
	 オリエンテーション

	 	 郷土資料館の事業について

	２日目	 郷土教室の運営

	３日目
	 収蔵資料の点検、考古資料の取扱い、

	 	 展示の修正

	
４日目

	 他館見学（佐野美術館・三嶋大社宝物館）、
	 	 グループディスカッション、古文書の取扱い
	
５日目

	 西小郷土資料室の整備、解説文の校正、
	 	 資料の撮影
	
６日目	 解説文の報告、民具の取扱い、講評

 企画展「学校の美術品展　Part1」報告

令和５年度　博物館実習報告

民具台帳作成の様子
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　郷土資料館では、本年度よりボランティアの会の活動の一環として、古文書剥離作業と民具整理作
業を開始しました。今回は、その二つの作業風景をご紹介します。

古文書剥離作業（古文書整理グループ）
●実 施 日　毎月第４水曜日

　古文書には、その文書としての効力を失った後、破棄されず
に反故紙として再利用されることによって伝存するケースがあ
ります。下張り文書がその一つで、襖や屏風などの内部の補強
のために再利用されて現在まで残ったものです。いく枚も貼り
重ねられることが多いため、そのままでは何が書かれているの
かわかりませんが、たっぷりの水で糊をとかし、一枚ずつ丁寧
に剥がしていくと、地域の歴史に関する新たな情報を得られる
ことがあります。
　古文書整理グループの方たちには、令和４年度にスキルアップ講座「古文書の剥離作業」へ参加して
いただき、下張り文書を剥がす技術を習得してもらいました。本年度からは講座で学んだ技術を生か
し、館蔵の屏風（令和３年度寄贈）の下張り文書の剥離に挑戦していただいています。屏風の下張りには、
幕末から明治初期にかけての文書が使われていました。三島市域の地名を記したものは少なく、同じ
伊豆国内の北江間村（現伊豆の国市江間）の文書がたくさん見つかりました。
　作業開始から半年が経ち、ボランティアさんの作業も慣れてきて、屏風本紙からすべての文書を剥
がし終えました。現在は、剥がした文書のススを除く作業を進めています。この作業が終わった後は、
バラバラの状態の文書一点一点を、内容ごとに仕分ける作業に移る予定です。

民具整理作業（昔まなびグループ）
●実 施 日　毎月第３金曜日

　民具とは、普通の人々が生活の必要に応じて作り出し、使用
してきた道具のことです。高度経済成長期以後、産業の近代化
や生活様式の変化にともない、使っている道具が大きく変化し
ています。このような変化の中で、次第に使われなくなった民
具は数限りなくあるでしょう。郷土資料館ではこのような古い
生活の痕跡を伝える民具を多数収蔵しています。こうした民具
を適切に整理・保存することで、郷土の文化を未来へ引き継ぎ、
学術研究・教育に活用できる重要な資料を伝承することができ
ます。
　新規ボランティアの方たちには、昨年度文化財講座「民具から地域を知る・民具の調書作成にチャレ
ンジ！」に、昔まなびグループを中心とした現行ボランティアの方たちには、スキルアップ講座「民具
の調書作成にチャレンジ！」に参加していただき、民具の取り扱いと調査方法を学んでいただきました。
本年度から米屋の計量道具や洋装店にディスプレイされていた子供服など、当館に寄贈された様々な
民具のクリーニングや台帳作成にご協力いただいています。現在は西幼稚園（令和３年３月31 日閉園）
旧蔵資料を中心に整理作業を進めています。

 ボランティア活動紹介



（8）

郷土資料館だより　第136号

郷土資料館のご案内
〒411-0036	静岡県三島市一番町19-3 楽寿園内
TEL 055-971-8228　FAX 055-971-6045

開館時間	 午前９時〜午後５時（４月〜10月）
	 午前９時〜午後４時30分（11月〜３月）

休 館 日	 毎週月曜日（祝日のときは翌平日）、
	 年末年始

入 館 料	 無料（ただし楽寿園入園料として別途
	 300円かかります。15歳未満は無料、
	 学生は学生証提示にて無料。）
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発行日　令和5年12月15日（年3回発行）

編　集　三島市郷土資料館

発　行　三島市教育委員会

E-mail : kyoudo@city.mishima.shizuoka.jp

URL:https://www.city.mishima.shizuoka.jp/kyoudo/
三島駅（南口）から徒歩5分

　郷土資料館では、 楽しみながら学べる体験イベントをボランティアさんと一緒に開催しています。
令和５年７月から11月までに行った事業をご紹介します。

　郷土教室は５月〜３月の間、 毎月開催しています。ご家族で楽しんでいただける内容になっていま
すので、お気軽にご参加ください（館内エレベーター有）。

	 日　程	 郷土教室	 内　　容	 参加者
	 ７月	１日	（土）	 昔のあそび	 富士山のお手玉づくり	 8人

	
８月	５日	（土）

	 機織り体験	 裂き織りの体験　講師：杉山洋子氏	 9人

	 	 		 江戸時代の三島宿	 三島宿の展示ガイドと立版古づくり	 29人

	
９月	２日	（土）	 紙漉き体験

	 紙を漉
す

いてオリジナル葉書を作り、
	 	 		 	 くずし字スタンプを押す　協力：三島ゆうすい会	

89人

	
10月	７日	（土）

	 江戸時代の三島宿	 三島宿の展示ガイドと三島の歴史クイズ	 19人

	 	 		 昔のあそび	 ブンブンゴマ・牛乳パックの竹トンボづくり	 47人

	
11月	４日	（土）

	 昔のくらし	 回想法	 43人

	 	 		 楽寿園の自然	 ドングリごま・葉っぱの拓本カードづくり	 82人

	 日　程	 郷土教室	 内　　容
	 ２月	３日	（土）	 楽寿園の自然	 富士山の溶岩観察＆環境カルタであそぼう

	 ３月	２日	（土）	 江戸時代の三島宿
	 三島宿を中心とした展示ガイド

	 	 		 	 昔のひらがな“くずし字”スタンプでしおりづくり

富士山のお手玉づくり 紙漉き体験

これからの郷土教室の予定

 郷土教室の報告と予定


